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要旨： 
 -動機（大きなモチベ－ション）： 
   ベルリンに留学中、ドイツ人の友人たちやホストファミリーから東西間の差別意識

や統一ドイツに対する不満を垣間見ることがしばしばあり、ドイツ統一は上手くいっ

ていないのではないかという疑問が湧いてきた。そしてドイツや日本で東西ドイツや

EU についての授業を取っていく中でドイツ統一についての卒論を書こうと思うよう
になった。 

 
 -執筆目的（場合によっては方法論）： 
   ドイツ統一について批判的であった人々の意見を考察することによって、統一の際

の問題点を明らかにし、これからのドイツ社会や欧州連合は今後どのような道をたど

っていくのかを展望したい。論文の構成としては第 1 章で統一後、東ドイツと西ドイ
ツはどれだけ実質的に統一されているのかを分析する。そこでドイツの現状を人々の

意識、生活水準、支持政党という３つの視点から把握し、現在の問題点を考える。そ

して次の章では再統一反対論者や統一方法に関して反政府的な人々の意見を年代順に

考察していく。また、この章では現実に行われた統一過程についても簡単に触れる。

その次の第３章では再統一反対論を元に現在の統一ドイツをもう一度概観する。 
 
 -主な結果： 
   ドイツは1990年の統一における批判や反省点を今後の欧州統合のプロセスのなかで
生かしていくべきである。ドイツ国内については今後より一層ドイツ政治における東

の比重が増加していくと考えられる。 
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